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え，掛け直し9 ニュー州血ザの移動がある場合など9 関連する  

広範な話題について要領よくまとめられており，この方  

面の最近の応用を知ることができよう勺 滝根少村田両氏  

にはプ 通信網への応用を9 即時系と待時系に分け9 アー  

ランB式からAl「Mの呼受付制御にいたるまで9 豊富な  

話題を整理し分かりやすく解説して頂いた巾 後半の「待  

ち行列理論の課題」では9 工学的に意味の無い理論的結  

果も過去生み出されてきた原因（待ち行列研究の影の部  

分）について考察し9専門家が留意すべき三つの課題を  

提示している，自己点検を促される待ち行列の専門家の  

みならず，他分野の専門家にとっても十分読み応えのあ  

る内容であろう。大野氏には9「かんばん」システムと  

して名高い∬吋頻SもーⅠ‡1附丁血e）生産システムについて9  

定量引き取り，定期引き取りの各かんばんをデル，並び  

に多能工とU字型生産ラインに関する研究の紹介をし  

て頂いたく モデルの説明だけではなくジ』丑Ⅷ1生産システ  

ムの理念と仕組みについても丁寧に説明して頂いた。紀  

は，積形式解をもつ待ち行列網モデルについて9 すでに  

実鳳段階にあるモデルぅ および今後の応用が期待される  

2層型待ち行列網をデルを紹介した。   

アラカルトとして，逆瀬川氏には，火の流れによる混  

雑現象を待ち行列網モデルで解析した実例を紹介して  

頂いた∴混雑度に応じて通路の通過時間が変化する現象  

を9 状態依存のサー山ビス率を、もサーバを利用して表現す  

るというアイディアが9 簡単ではあるが9 有効であるこ  

とが示されている。三好氏の話題は，アリが薬をサ…バ  

とみなして待ち行列をつくるお詣で，アリは切り取る菓  

の大きさを群れ全体の効率が最大になるように調節する  

㌢最適政策」をとっているという。モデルの面白さに心意  

かれる、ものがある。山下氏にはヲ 交差点での車の流れを  

待ち行列でモデル化する話題を紹介して頂いた。通信シ  

ステムで最近問題になるバー∵スト到着過程が，車群の到  

着過程として既に且0年以上前に考えられていたことは，  

分野を越えて共通の現象が現れる例として興味深い。  
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の阻学会誌の特集として9「待ち行列」のキーワー】ド  

が直接入ったものをま，「待ち行列の現状」198丑年4月号9  

「待ち行列網のパッケージとシミュレータ」1985年7月  

号，「待ち行列のいま」且9B8年5月号がある“待ち行列  

の研究は①駅ノの研究領域として長い歴史をもっている  

が9他の研究領域と同様に，光と影の部分を併せ、もつよ  

うに思う。例えば，本学会の「待ち行列研究部会」は常  

設部会になってから既に十数年を数える。この間ほぼ毎  

月研究部会を開催し9 活発な活動を続けながら，本年3  

月には第乱34回部会を迎えた，また，毎年恒例となって  

いる］L月のシンポジウムは，本年は京都（嵯峨野）にお  

いてタ「情報通信ネッ恥ワークの新しい性能評価法に関す  

る総合的研究」（研究代表者：高橋幸雄9 科研費¢基盤研  

東（Å））という形で3田開閉催され9肌摘名の参加と47  

件の発表があった凸 前回の特集号が出た時点では，参加  

者は5冒名9発表件数2g件，と報告されていることを考  

えると，この10年間に待ち行列関連の研究者人口は着  

実に増加していると言えよう。このような光の部分があ  

る－一風 待ち行列理論は9 数理的に細かな論議を必要と  

する割には応用範囲が狭い，モデルや理論が現実に追い  

ついていない9 はたまた，参入障壁が高い9 等々の批判  

も耳にしないわけではないマ 光と影を止揚し，待ち行列  

研究が健全に成長し9 活力を持続していくために必要な  

ことは，そこに携わる研究者達が数理的な確かさの追求  

に加えて9 その応用を最後までみとどける誠実さをもつ  

ことでほないであろうか。今回の特集では9 その応用面  

に焦点をあて9 各応用分野で活躍されておられる方々に  

執筆をお願いした。待ち行列モデルの応用ご三家9 通信  

ネットワ山ク，生産システム，コンビュ」ゝタシステムの  

各分野に加え，今まであまり紹介されてこなかった分野  

での興味ある話題もアラカルトとして紹介む／て頂いた。   

高木既には9最近に身近になってきた携帯電話やPHS  

が採用するセルラ方式に用いられる無線通信の周波数帯  

割り当て方式を紹介して頂いた。基本モデルの説明に加  
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